
日本で一番小さなキツツ
キで、木の幹に縦にとま
り、細い枝やつるにもとま
ります。飛ぶときなどに
「ギィーッ」と鳴きます。
（撮影：山田緑地）

コゲラ

　北九州市を取り巻く豊かな自然地とつながった公園や道路、河川の緑は「みどりのネットワーク」となり、鳥などのい

きものの移動ルートとなります。この「みどりのネットワーク」を通じてさまざまないきものが都市の緑を訪れること

で、人工的な都市の緑の質が高まっていきます。質の高い緑のある生活環境は私たちの暮らしを豊かにしてくれます。
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まちなかの緑と
いきものについて
まちの自然と暮らしを豊かにする「みどりのネットワーク」

　都市の緑の中でも様々ないきものが生活し、関係性を築いています。質の高い緑とは、様々ないきものの生息環境と

なり、このいきもの同士の関係が多様な空間です。

　施設が密集して自然的な環境がほとんどない都心部では、たとえ小規模なものでも草地や水辺などのビオトープがあ

ることで様々ないきものの生息生育空間となり、緑の質を高めることができます。

ツマグロヒョウモンの幼虫はスミレの仲間
の葉を食べて育ちます。公園の花壇に植え
られたパンジーはスミレの仲間で、ツマグロ
ヒョウモンの幼虫が育つ場所になります。

アオスジアゲハの幼虫はクスノキの葉を食
べます。北九州の公園には多くのクスノキが
植えられており、アオスジアゲハが育つ場所
となっています。

シジュカラは昆虫を好んで食べます。特にチョ
ウやガの幼虫が大好物でヒナを育てる時期の
重要な食べ物となります。

市街地を取り巻く郊外の緑は、まちなかに
いきものを供給する核となります。

中型のタカで、上空で旋回
したり、空中の一箇所に停
止する飛翔をしたりして
餌を探す姿が見られます。
（撮影：山田緑地）

沢のある谷筋の林によく
います。オスは木の頂上付
近に止まり、よく通る美し
い声でさえずります。
（撮影：山田緑地）

やや暗い森に棲み、レパー
トリーの多い美しい声で
さえずります。林内の横枝
にとまり、飛び立って空中
で虫を捕らえ、元の枝に
戻って食べる動作をよく
行います。
（撮影：美術の森公園）

まちなかの緑といきものの関係
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北九州市では平成27年度より「生き物との共生モデル」実証調査を行い、山田緑地、中央公園、勝山公園のいきものの

生息状況を調査しました。調査の結果、豊かな自然地に暮らすいきものが「みどりのネットワーク」を通り、まちなかに

少しずつ訪れている状況がわかってきました。今後、まちなかの緑の質がさらに高まることでまちなかでもより多くのい

きものに出会えるかもしれません。

まちに暮らすいきものたち

山田緑地【P45】
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まちなかにある大規模な緑はいきものがまちな
かに移動するための足がかりとなります。

中央公園【P74】

都心部にある緑はわたしたちが暮らしの中でい
きものに出会うことができる場所となります。

勝山公園【P47】

ノスリ

キビタキ
「ツピーツピー」とさえず
る声が聞こえたらそれは
シジュウカラです。胸から
腹にかけてネクタイのよ
うな黒い縦筋があるのが
特徴です。林に住み、市街
地の公園でもみられます
（撮影：中央公園）
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花壇の中では… 木立の中では…


